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野外活動実習B（ウィンタースポーツ）

文化社会学

※日本語を母語としない学生の場合

日本語ⅠA 日本語ⅡA 日本語Ⅲ 日本語表現法Ⅰ

日本語ⅠB 日本語ⅡB 日本語Ⅳ 日本語表現法Ⅱ

問題
発見

4年間の学びの入り口として、異なる背景を持つ他者と交流できる力
（ソーシャルスキル）、大学で主体的に学ぶ力（スタディスキル）、自
身の生活・人生を設計する力（ライフデザインスキル）の３つの基礎力
を向上させます。

問題発見演習Ⅰ 問題発見演習Ⅱ 2年次の基礎演習（専門）へとつなげます。

英検対策Ⅰ・Ⅱ

ワープロ資格試験対策講座 表計算資格試験対策講座 プレゼンテーション資格試験対策講座

キャリア
形成・資
格対策

キャリアアップに役立つ各種技能試験の対策講座やキャリア支援・就職
支援のための科目を通して、自身の将来に活かすための方法を学びま
す。

キャリアデザイン入門 キャリア開発論 キャリア選択論

TOEIC(Reading) TOEIC(Listening)

情報処理
関連

IT社会に必要な情報活用能力や知識を身に付けます。 情報リテラシーⅡ 情報倫理 情報システム概論

ベーシック中国語Ⅰ ベーシック中国語Ⅱ

言語
関連

日本語能力は、明快かつ円滑なコミュニケーションを日本語で行う能力
に焦点を当て、大学レベルの講義を受講するために欠くことのできない
語学力を身に付けます。
外国語能力は、英語または中国語を通して日本語を母語としない人々と
簡単な意思疎通ができるようになることを目指します。

Oral English Ⅰ

情報リテラシーⅠ ロボットプログラミング演習 プレゼンテーション演習

オーラル中国語Ⅰ オーラル中国語Ⅱ

Basic English Ⅰ Basic English Ⅱ

日本語のシステムⅠ

スペイン語Ⅰ・Ⅱ フランス語入門ベトナム語入門Oral English Ⅱ 韓国語Ⅰ・Ⅱ

手話講座入門

健康
関連

健康的なライフスタイルの構築を目指し、生活習慣と健康に関する理解
を深めるともに、身体活動や運動など、健康行動の実践を通じて自己の
健康を管理する技能を身に付けます。

健康運動演習a 健康運動演習b

健康運動演習c

文学入門

政治学入門

青年期のこころの発達

現代社会論

歴史のみかた

自然
・

環境
自然及び環境について、幅広く学びます。

人間
・

社会
人間及び社会について、幅広く学びます。

現代社会と哲学 心理学入門 倫理学入門

自然科学概論 人類の進化と適応

メディア文化論

法学入門

環境と社会環境概論

教養数学Ⅰ・Ⅱ 統計解析入門

地球の科学と災害

生物保全Ⅰ・Ⅱ

環境マネジメント演習地域環境計画

生活の中の数学 統計学

言語学入門

現代社会の教育平和と人権

１つのテーマ（戦後の日本と沖縄、現代の世界、ジェンダー学、ユニ
バーサル社会入門など）を異なる複数の分野・視点から考察するという
複眼的・社会的思考の重要性を学びます。

戦後の世界

沖縄大学論 ｿｰｼｬﾙｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ入門

ジェンダーから見る社会現代の世界

戦後の日本と沖縄

地域活性化システム論

ジェンダー学

社会福祉とジェンダー

近代沖縄文学 現代沖縄文学 現代沖縄学入門

沖縄と移民 沖縄戦と記憶の継承(入門) 沖縄戦と記憶の継承(フィールドワーク)

沖縄の文化Ⅰ・Ⅱ

共
通
科
目

沖縄
関連

地域の歴史・文化・民俗から芸能・文学まで、「沖縄」について幅広く
学び、理解を深め、社会のキーパーソンとなるために必要な基礎を身に
付け、「地域共創力」を身に付けるための知識と経験を養います。

沖縄の言語

沖縄の自然 沖縄の地理

沖縄の芸能論沖縄の女性史 沖縄の芸術沖縄の民俗Ⅰ・Ⅱ

沖縄の歴史Ⅰ・Ⅱ

現代社会のしくみ

社会人類学入門文化人類学入門

日本国憲法

ジャーナリズム論

総合

福祉文化学科 健康スポーツ福祉専攻（共通科目）

必修 選択必修

区分 学習・教育目標 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

【沖縄大学の理念と共通科目】
沖縄大学の基本理念である「地域共創・未来共創の大学へ」を実現するために、他者との対話と協働を通じてより良い社会を作っていく力（共創力）を身に付けるための基礎を養成しま
す。

【共通科目の学習・教育目標】
○幅広い教養･･･「沖縄関連」「総合」「人間・社会」「自然・環境」の科目群を通じて身に付けます。
　　　　　　　　　　　　　 　多様性を理解・受容できる能力、ものごとを複眼的・総合的に考える能力を身に付け、共創力の基礎となることを目指します。
○汎用的能力･･･「健康関連」「言語関連」「情報処理関連」「キャリア形成・資格対策」「問題発見演習」の科目群を通じて身に付けます。



履修系統図

福祉文化学科 健康スポーツ福祉専攻（専門科目） 学修・教育目標

キャリア教育の理論と方法

教育実習指導

教育方法論 特別活動の理論と方法 特別支援教育概論 道徳教育の理論と方法 教育実習A・B 教職実践演習

教職介護等体験

教職入門セミナー 発達と教育の心理学 教育制度論 教育課程論 生徒指導論
教職関連

発達段階に応じて、健やかな体と豊かな心をバランスよく育む教育はもちろんのこ
と、背景の異なる様々な人に対して福祉のこころ（福祉マインド）を持ってサポート
できる実践力を身に付けた教員の養成を目指します。

教職論 教育の歴史と思想 教職インターンシップ入門 教職インターンシップ実践

健康スポーツ演習（ベースボール型）

教育相談の理論と方法 総合的な学習の時間の指導法

専攻専門
演習科目

健康・スポーツ・福祉についての専門性を高め，地域社会の課題解決や探求を行うた
めの専門的知識・技能を総合的かつ実践的に習得します。

卒業論文

（共通）問題発見演習Ⅰ・Ⅱ 基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 専門演習ａ 専門演習ｂ 専門演習ｃ 専門演習d

子どもと遊び 子どもと障害 スクールソーシャルワーク論

キ
ャ
リ
ア
関
連
科
目

健康・スポーツ・福祉についての基礎的知識を基盤として、健康活動に取り組むため
の実践的な知識，技能を修得します。

レクリエーション実習ⅠⅡ レクリエーション現場実習 スポーツ・レクリエーション指導論

福
祉
関
連
科
目

個人、家族および学校、地域社会に広く存在する包括的な身体に関する問題等につい
て科学的知識を修得します。

健康運動指導演習Ⅰ 健康運動指導演習Ⅱ 資格対策講座
障害者スポーツ指導実践演習Ⅰ 障害者スポーツ指導実践演習Ⅱ

保健体育科教育法Ⅰ・Ⅱ 保健体育科教育法Ⅲ 保健体育科指導法

野外活動実習B（ウィンタースポーツ）野外活動実習A（マリンスポーツ）

健康スポーツ演習（柔道） 健康スポーツ演習（空手）

健康スポーツ演習（ダンス）

健康スポーツ演習（ネット型）

現代の精神保健の課題と支援Ⅰ 現代の精神保健の課題と支援Ⅱ

健康スポーツ演習（陸上競技） 障がい者スポーツ指導論 障がい者スポーツ指導演習

心理学と心理的支援 発達心理学 臨床心理学

社会福祉の原理と政策Ⅰ 社会福祉の原理と政策Ⅱ

体力トレーニング演習 学校保健
健康スポーツ福祉研究入門

ス
ポ
ー

ツ
基
盤

科
目 スポーツ指導における基礎的理論を学び実践スキルを習得します。

健康スポーツ演習（水泳）

社会保障Ⅰ

地域福祉と包括支援体制Ⅰ 地域福祉と包括支援体制Ⅱ

スポーツ経営論

沖縄健康論 医学概論 臨床スポーツ医学 老年学 スポーツ栄養学 衛生・公衆衛生学

フィットネス運動 エアロビクス運動の理論 体力測定評価演習

運動文化論 スポーツ心理学 スポーツコーチング論 スポーツ社会学

学科
基幹科目

専門科目を学習していく上での基本的、導入的知識を学ぶとともに学問への問題意識
や方法論、専門的視野を養います。

健康福祉文化論 健康福祉レクリエーション論 福祉と差別

専
門
科
目

専
攻
専
門
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

関
連
科
目

健康・スポーツに関連する諸学問について最新の科学的理論を学び、専門的な基礎知
識を高めていきます。

エアロビックダンス

スポーツ生理学 バイオメカニクス

障害者福祉

児童・家庭福祉

健康スポーツ演習（体つくり・器械運動）
健康スポーツ演習（ゴール型）

高齢者福祉
障害・認知症の理解 心身の理解と生活支援

学部共通
基礎科目

人文科学の諸領域を学んでいく上での基礎となる知見や学問的方法論を身に付けま
す。

ヘルスリテラシー入門 市民社会とボランティア

言語コミュニケーション 異文化コミュニケーション

子ども文化論 子どもと現代社会

区分 学習・教育目標 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】
健康スポーツ福祉専攻では、124単位の修得と必修等の条件を充たした上で、以下のような能力、脂質を涵養し、それらを総合的に活用できる学生に学位を授与するものとします。

（1） 幅広い教養と複眼的・総合的思考力（多文化や異文化などの多様性を理解できる能力）
　　　　多様性を理解し、幅広い教養と人間の権利を尊重する専門的な知識、倫理観を身につけるとともに、共感的な人間関係を育むことができます。
（2）「主体的な学習力と他者との協働力」
　　　（地域社会に能動的に貢献する態度）
　　　　地域社会の動向をふまえ、「健康」や「スポーツ」「福祉」の現場において必要とされる実践力を身につけ、地域社会の発展のために積極的に行動することができます。
　　　（さまざまな人や組織と協力することができるコミュニケーション能力）
　　　　背景の異なるさまざまな人々に対して「他者への配慮」や「受容と共感」，「共に生きる」，「支え合い」などの“福祉のこころ(福祉マインド)”を基礎としたコミュニケーション
力を獲得しています。
（３）地域共創力（地域社会の課題解決力とそれに必要な論理的思考力）
　　　　地域社会の課題を発見・理解し，その課題解決に必要な情報や知識を複眼的，論理的に分析し，表現することができます。

子どもから高齢者までのすべてのライフステージにおいて心と体の健
康を増進させ、生活の質（QOL）の維持・向上に取り組みます。

そのために、健康教育学、身体教育学、福祉文化学を体系的に融合さ
せ、健康についての科学的認識・知識を高め、「地域に根ざした健康
活動」に寄与する人材を育成します。

健康運動実践指導者受験資格

2020年度開講 2021年度開講

必修 選択必修

中級パラスポーツ指導員
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